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背景は北海道教育大学札幌校 

北海道教育大学  へき地・小規模校教育研究センター（通称：へき研センター） 

Hokkaido  University of  Education Research Institute for Remote and Small  School Education（aka HUERISE） 

令和４年度札幌校へき地校体験実習報告会について 

北海道教育大学へき地教育アドバイザー 加 藤 雅 子 

 １０月２８日(金)、今年度の「札幌校へき地校体験実習」事後指導・実習報告会が行われた。 

 コロナ禍は今年度も引き続き、一向に収まらない状態だったが、当初

計画した１３校で３３名の学生が全員無事に実習を行うことができた。

コロナはむしろ感染拡大を続けている時期だったが、昨年度、一昨年度

のような延期や中止はなく予定通りに行われた。体調管理や、感染症対

策などに対して、参加学生の意識も高まってきたこともあってか、体調

面による不参加や実習中断は一件もなく、それが何よりであったと感じ

ている。受入校や各教育委員会のご協力はもとより、関係各位のご理解

やご支援をいただいたことに感謝申し上げたい。 

 事後指導・実習報告会も主に対面で実施することができたが、今年度もＺＯＯＭを併用した。

実習受入校にもＺＯＯＭでの参加を呼び掛け、数多くの実習校にご参加いただき、会の中でコメ

ントも寄せていただくことができた。このことは学生にとって大きな励みになったようである。 

１ はじめに 

２ 今年度の実習校と発表の概要 

加藤雅子アドバイザー 

 今年度のへき地校体験実習は右表の通りで、洞爺湖町立洞爺湖温泉小学校、黒松内町立白井

川小学校、積丹町立美国小学校の３校では今年度から受け入れである。   

 従来からの受入校はもとより、新規受入校も各学校・教育委員会の非

常に協力的なバックアップの下、へき地校体験実習の一番のネックであ

る宿泊施設の確保を含めて、細かいところにも気を配っていただき、大

変スムーズに実施させていただいた。ありがたい限りである。 

 報告会は、はじめにへき地・小規模校教育研究センターの川前あゆみ

副センター長にご挨拶をいただき、前半７校、後半６校の計１３校の発
川前あゆみ副センター長 
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 一人ひとりの子どもとの関

りを大切にし、児童生徒理解

に努めることの重要性を感じ

ている学生が多かった。 

 今回特徴的だったことのひとつは、２年生の実習生の多くが教壇実習を体験することができたと

いうことである。中には３回も行うことができた学生もいて、充実ぶりが伺えた。体験実習という

ことで、観察中心で１週間過ごすだけでも貴重な体験ではあるが、教師の基本は授業であり、それ

を体験できるということは、たいへん大きな学びになることが、学生の報告を聞いてもよくわか

る。短い期間の中で、指導してくださる担当の先生方の負担もある中、ありがたい限りである。  

表の後、川前副センター長と前田賢次

准教授から講評をいただいた。また、

当日、釧路校から参加した荒川浩一ア

ドバイザーからも感想を伺うことがで

きた。更に特筆しておきたいのは、こ

の報告会に多くの受入校がＺＯＯＭで

ご参加くださったことと、その内２校

の教頭先生からコメントをいただくこ

とができたことである。最後に実習生

全員に「へき地教育プログラム修了

証」を手渡し、終了した。 
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３ 各校の発表より 

 今回の１３校の発表の中で、複数の学校で共通して触れられていた内容をまとめてみたい。  

大滝徳舜瞥学校 大滝徳舜瞥校と岡山小学校では、
ともに２年生の実習生が教壇実習
にチャレンジした。特に大滝では
３回行った学生もいた。 

岡山小学校 

美国小学校 

美国小学校と白井川小学校では、
４年生はもちろん、２年生も教壇
に立つチャンスをもらえた。 

白井川小学校 

日高中学校 浅茅野小学校 
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 へき地校体験実習による最大のメリットでもある「教職への意欲の高まり」は、今年度も多くの

発表から窺うことができた。「『教師になりたい』と強く思うよ

うになり、新たな目標ができた。」と話す学生も複数おり、例年

の事ではあるが、小規模校で子どもと密に関わる良さが意欲の向

上へとつながっていると思われる。また、札幌校は札幌など都市

部の出身の学生が多く、自分の育った環境と比較することで、視

野を広げることができたという発表も目立っていた。 

 たった５日間の滞在にもかかわらず、実習生通信や最後に手渡された子どもたちからの手紙から

は温かな交流の様子が観られ、改めてこの実習のいい意味での「濃さ」を感じることができた。良

い実習であればあるほど、子どもたちとのみならず、教職員や地域の方々との濃い関わり合いこそ

が、学生の得難い経験となる。改めて「へき地校体験実習は密なんです！」と言いたい。（今年度の

夏の甲子園大会優勝校仙台育英の須江監督の「青春ってすごく密なんです。」という言葉を拝借した。） 

 「もう一度行きたい！」と思っても、いざ４年生になると他の実習などで行けないことが多い

中、これだけ多くの学生が日程をやりくりして参加したことは驚きであった。どの学生も、１度目

の経験を踏まえ、実習で学ぼうとしている内容もレベルアップしていて、もうすぐ実際に教職に就

くという心意気をもって取り組んでいた。できればこのように２年次と４年次の２回参加して自分

の成長を感じながら、より高い目標にチャレンジできるのがベストだと思えた。  

洞爺湖温泉小学校 鷲泊小学校 種川小学校 

昆布小学校 初山別小学校 

実習生通信も、ほとんどの学校で発行させてもらえた！ 子どもたちから実習生へ、心のこもったお手紙 

 副センター長の川前先生からは「この実習をひとつのきっかけとして、出会った子どもたち、先

生方、地域の皆様に何らかの形で恩返しができるように、これからも学び続けていって欲しい。」

という言葉をいただいた。 

 続いて、釧路校から参加していただいた荒川アドバイザーから「今回実習に参加して、『自らの

日高小学校 

４ ご参加いただいた先生方より～人間的な更なる成長を願って 
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身の丈を知ることができた。』という言葉が印象に残った。

それによって次の一歩が踏み出せるという、大変いい言葉と

して、釧路校の学生にも伝えたい。」と話していただき、へ

き地校体験実習では教職への足掛かりとなるだけでなく、人

間的な成長にもつながっていくということに気付かせてもら

い、多くの学生が頷きながら聴く姿が観られた。 

 また、今回はＺＯＯＭでご参加いただいた実習校が昨年に比べ倍増した。その中から、白井川

小学校教頭の赤松先生と大滝徳舜瞥校前期課程教頭の立石先生より、感想と励ましの言葉をいた

だくことができたことも、学生にとって大きな

励みになった。心より感謝したい。 

 締めくくりに、札幌校の前田賢次先生から

「今回、たくさんの学びを授けてくれた実習先

の学校や子どもに、皆さんが何を返せるのかを

考えてほしい。皆さんは１週間の滞在だった

が、実習先の子どもたちは今もへき地校での日

常を毎日過ごしている。北海道にはこういう子

たちがたくさんいる。そのことに思いを馳せな

がら、どういう教師になりたいか考えていって

ほしい。」と講評していただいた。 

 最後に「へき地教育プログラム修了書」を一

人一人に手渡し、今年度の報告会を終了した。 

日高中学校 

白井川小学校 赤松教頭 大滝徳舜瞥学校 立石教頭 

最後まで真剣に 一人ずつ手渡す修了証 

５ おわりに 

 今年度もコロナ禍が続き、常に対策が求められる状況であっ

たが、すべて予定通り実施できたのは学校や教育委員会、地域

の方々等のご協力のおかげであった。学生の学びの場を提供し

ていただいた関係各位に、厚くお礼を申し上げたい。 

（文責 加藤） 

へき地・小規模校教育推進講演会開催のお知らせ 

 へきけんニュース第１１５号でご案内した「へき地・小規模校教育推進講演会」は、１１月

３０日まで申込受付中です。ご希望の方は、へき研センター公式サイト、下のバナー、または

ＱＲコードからお申込みください。 

 ご参加をお待ちしております。 

締切迫る！ 

クリックしてお申込みフォームへ！ 

https://www.hokkyodai.ac.jp/mail/76.html 

ＱＲコードは 

こちら！ 
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